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1） 牧野（2013）の「無償労働SAM（Social Accounting 





























































































































































育児量 現状 現状 1.3倍 1.3倍 1.3倍
保育士の労働生産性 現状 1.2倍 現状 1.2倍 1.2倍
家計における育児の労働生産性 現状 現状 現状 現状 1.1倍
主な結果
（実数。単位： 10億円） （変化率。単位：%）
〔育児サービス業〕生産量 3,729.8 2.4% 21.9% 25.0% 22.6%
〔育児サービス業〕労働投入量 2,605.2 -12.8% 21.7% 6.4% 4.4%
〔家計〕無償労働量（育児） 17,385.1 -0.5% 30.0% 29.3% 18.0%
〔家計〕労働供給量 258,451.8 0.0% -0.5% -0.5% -0.3%
〔家計〕余暇量 401,098.1 0.0% -1.0% -0.9% -0.6%
〔家計〕育児の貨幣評価額（OC法） 16,027.9 -0.6% 30.5% 29.8% 18.3%
〔家計〕育児の貨幣評価額（RC-S法） 17,385.1 -0.6% 30.5% 29.8% 18.3%
〔指標〕名目GDP 501,734.5 0.0% -0.3% -0.3% -0.1%
〔指標〕実質GDP 501,734.5 0.1% -0.3% -0.2% 0.0%
〔指標〕GDPデフレーター 1.000 -0.1% 0.0% -0.1% -0.1%
〔指標〕名目賃金 1.000 0.0% 0.4% 0.4% 0.2%


































































































































































































































































van Knippenberg, Haslam, & Platow, 2007）。こ
のダイバーシティ信念は、研修などの外的
な介入によって向上できるとの報告があり
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